
2018 年度 

第 7 回定例理事会 

日時：2018 年 12 月 19 日（水）18：15～20：15（予定） 

場所：生協会館 3 階会議室  

次回常務会予定第 7 回  1 月 16 日(水) 18:15～20:15 

次回理事会予定第 8 回  1 月 23 日(水) 18:15～20:15 

北 海 道 大 学 生 活 協 同 組 合 

理  事 柿澤 宏昭 農学研究院教員 理  事 髙橋 真太郎 文学研究科学生修士 1 年 

理  事 吉見 宏 経済学研究院教員 理  事 豊原 涼太 工学部学生 学部 4 年 

理  事 岸本 敬一 生活協同組合職員 理  事 樋口 遥加 経済学部学生 学部 3 年 

理  事 勝山 憲明 工学系事務部職員 理  事 稲垣 征哉 理学部学生 学部 4 年 

理  事 寺澤 睦 医学系事務部職員 理  事 原田 佳子 経済学部学生 学部 2 年 

理  事 工藤 勲 水産科学研究院教員 理  事 安藤 亮博 農学部学生 学部 2 年 

理  事 羽山 広文 工学研究院教員 理  事 小笠原 明信 教育学部学生 学部 3 年 

理  事 川上 豊 理学生命科学事務部職員 理  事 西岡 尚樹 法学部学生 学部 3 年 

理  事 三上 直之 高等教育推進機構教員 監  事 坂爪 浩史 農学研究院教員 

理  事 笠原 敏史 保健科学研究院教員 監  事 山本 幾巳 経済学部学生 学部 3 年 

理  事 谷 遼大 法学研究科学生 博士 1 年 監  事 末永 和槻 経済学部学生 学部 3 年 

理  事 相田 大輔 環境科学院学生修士 2 年 監  事 深井 智耶 経済学部学生 学部 3 年 

理  事 高 泉鼎 法学研究科学生博士 2 年 監  事 久保 淳司 経済学研究科教員 

スタッフ 今井 彩乃 文学部学生 学部 2 年 スタッフ 青木 直史 情報科学研究科教員 

スタッフ 大黒屋 宗記 法学部学生 学部 2 年 スタッフ 間宮 春大 北方生物圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ職員 

スタッフ 山口 桂 遺伝子病制御研究所職員 

専務補佐 小助川 誠 北大生協 職員 マネージャー 本間 寛 生協職員 購買部門 

専務補佐 鏡 秀隆 北大生協 職員 マネージャー 出野 暢一 生協職員 食堂部門 

専務補佐 嶋崎 聡 事業連合 職員 マネージャー 大矢 かおり 生協職員 書籍部門 

スタッフ 金森 達也 北大生協 理事室・職員 



2018 年 12 月 11 日 

理事・監事 各位 

    北海道大学生活協同組合 

理事長 柿澤 宏昭 

2018 年度第 7 回定例理事会開催のご案内 

拝啓 

師走の候、皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、標題の理事会を以下のとおり開催致します。ご多忙の事と存じますが、ご出席下さいますようお願い申し上げま

す。 

敬具 

記 

1. 日時 12 月 19 日(水) 18:15～20:15（予定） 

2. 場所 北大生協会館 ３階会議室 

3. 予定議案

議決事項 第 1 号議案 2018 年 11 月期営業総括および決算承認の件 

     第 2 号議案 設備投資決定の件 

報告事項 1  各委員会活動報告 

報告事項 2  出資金動態・共済加入給付状況の報告 

報告事項 3  事業活動報告 

報告事項４  人事総務・理事会室・大学関係報告 

その他 

※ 生協会館入口が閉まっている際は、その際は恐れ入りますが東側（裏側）の職員通用口からお入りください。

※ 職員通用口が不明もしくは入れないなど、当日のご連絡は理事会室 011-746-6218 までお願いします。

出欠の返信は、電子メールにてお願いいたします。 

以上 
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2018 年度第 7 回定例理事会開催計画 

○議題と進行

時刻 分 議題 内容 提案報告者 

18:15－18:16 1 開会 専務より・議長選出 岸本 

【議決事項】 

18:16－18:46 30 第 1 号議案 2018 年 11 月期営業総括及び決算承認の件 
小助川 

嶋崎 

18:46－18:50 4 第 2 号議案 設備投資決定の件 小助川 

【報告事項】 

18:50－19:20 30 委員会活動報告 

学生組織委員会 安藤 

院生組織委員会 相田 

教職員組織委員会 笠原 

留学生組織委員会 高 

環境課題推進委員会 髙橋 

19:20－19:21 1 共済活動報告 出資金動態・共済加入給付報告 鏡 

19:21－19:41 20 事業活動報告 水産支部企画、12 月企画、他 
岸本 

小助川 

19:41－20:11 30 総務・理事会室 

人事・総務・理事会室関係報告 
岸本 

衛生委員会報告 

ミールカード脱退に関するクレームについての報告 鏡 

その他 
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議決事項１
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議決事項１
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議決事項２
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１）行った活動・学生委員会内での動き

（1）AO 帰国子女国際総合受験生歓迎（11 月 24 日、25 日）[責任者：寺本えりか]

北大の AO 帰国子女、国際総合受験に合わせて、受けに来る受験生を対象に活動を行いました。内容および

結果は、現役北大生と話せる「北大生と話そう」には16名の参加、北大構内を案内する「道案内」には7名の

参加があり、また受験生応援しおりとアイマスクを入れた温守が入った秋桜パックの配布については配布率が

87％となりました。加えて、LINE＠を使って受験生と直接１対１で話せる ONLINE 相談も行っており、現在

１２名の登録がりますが、こちらは 3 月ごろまで続けていく予定です。参加した受験生はみんな満足しているよう

でした。

(2) 店舗活動 交流会×メニュー選定会（11 月 26 日）[責任者：今井彩乃]

店舗活動を行ううえで、学生委員と職員さんと活動することは必須でありながら、あまりできていないという現状を踏

まえて、職員さんから提案された「食堂メニュー。をプロデュース～3rd シーズン」企画におけるメニュー選定会にて、学

生委員がそれに協力しつつ、職員さんとの店舗の意見交流を目的とした活動を行いました。結果としては、学生委員

9 人、職員 6 人の参加がありました。今後も学生委員と職員が交流する機会を増やしていきながら活動を行っていき

たいです。 

（3）機関誌 Letter 初雪号発行（11 月 29 日以降配下）[責任者：大黒屋宗記]

  年に４回発行している学生委員会の機関誌「Letter」ですが、今回は秋号ということで年内最後になるため年賀状

の歴史や年号の話、また冬になっていくこともあり健康についての記事などを扱いましたまた。また、今までは Letter 配

布も食堂前や購買前で行っていましたが、今回は学生委員の予定が全く合わなかったことを考え、初の試みとなります

が配架のみにしました。 

取扱項目 案件 起案者 

学生組織委員会報告 安藤 報告事項１
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(4) 共済推進 体育会訪問（12 月 3 日） [責任者：原田佳子]

ウィンタースポーツが盛んになる時期、また各部活サークルも代替わりが終わる時期だということで、共済のことを知っ

てもらいまたスポーツ事故などの際に給付申請をしてもらうことを目的に、体育会の定例会の時間を少し頂いて共済推

進、呼びかけを行います。資料を用いて北大の現状を説明した後、共済の説明、推進を行いました。 

(5) 12 月総代のつどい（12 月 4 日）[責任者：原田佳子]

   6，7，11 月に続いて行ってきた総代のつどいを 12 月も行いました。内容としては、前回までの総代のつどいの振

り返りを行った後、組声を読んでみたりモコップについて意見交流で、最後は食堂メニュープロデュースを行いました。

結果としては総代 5 名の参加がありました。2018 年の総代のつどいはこれで終わりですが、来年度以降も総代へ

の関りを継続していきたいです。 

⑹共済健康企画（12 月 10 日、13 日）予定[責任者：原田佳子]

こちらは報告資料としてついている別資料をご覧ください。

２）これから行う活動

⑴店舗企画（1 月中旬）予定[責任者：今井彩乃]

 12 月から始まる本格的な冬において、体も心も温めてもらうこと、また日頃思っていることを生協にもっと気軽に発

信してもらうことを目的に冬店舗企画を行います。内容としてはまだ確定はしていませんが、学生委員が組声に返

答したりできるだけ実現できるように協力などをする組声企画が1つ、また温まってもらうことに対する企画も考えてい

ますが、まだ内容は確定していないので、確定し次第報告します。 

３）セミナー派遣等

（1）北海道ブロック大会 2019（12 月 1 日、札幌学院大学）

  北海道BK大会は、2018年に北海道各大学生協で行われた活動を振り返り共有し褒め合うことで2019年に向

けてつなげていく場として開催されました。各会員の活動を報告・共有し合うポスターセッションでは、北大は北大祭活

動「ほくフェス」、機関誌「Letter」、総代活動「総代のつどい」の 3 企画を発表しました。他にもテーマセッションも行わ

れ、最後は北大の職員・学生委員で意見を交流しつつ今の北大生協の課題を見出しました。学生委員会からは小

黒浩平（総理・１）、髙橋廉（総理・１）、安藤亮博（農・２）、今井彩乃（文・２）、大黒屋宗記（法・２）

が参加しました。 

(2)12 月学生委員長会議（12 月 2 日、生協会館１F 多目的ホール A）

  12 月の学生委員長会議では、各大学の活動報告に加えて、防災を考えるゲームを行ったり上級生からの引継ぎに

関すること、また連帯の場をどう使うかなどを話し合いました。学生委員会からは安藤亮博（農・２）が参加しました。 
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共済活動 健康企画 実施報告

北大生協学生組織委員会 

原田佳子 

1.基本情報

学生委員会では共済活動の 1つとして「健康企画」を行いました。 

日時：12月 10日(月)、13日(木) 両日とも 12:30～14:30 

場所：10日→北部購買前スペース 13日→クラーク会館 2F共済カウンター 

対象者：北大生 

企画目的：①健康に生活を送る  ②共済を知る。知ったうえでリスクに対応できるようになる。

2.実施内容

以下の 2つの企画を実施しました。また、両日とも「タヌロー」に来てもらいました。 

①健康チェック(アルコールパッチテスト、ストレスチェック、共済加入確認)

②共済ポスターの掲示

展示内容：「共済ってなあに？」「ストレスとお酒に注意」「冬ならではのリスクとは」

3.結果等

参加者数：10日→61名以上(アンケート未提出者あり) 13日→23名以上(アンケート未提出者あり？) 

① の企画全てに参加した参加者数：10日→28名 13日→7名
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●参加者アンケート抜粋

「アルコール飲料は、普段から自制しつつ楽しみながら飲んでいくのが良いと再確認できた。」 

「ストレス解消法を見つけようと思った」「ストレス解消にお酒を使わないようにしようと思いました」 など 

他にも参加者に向けて以下のようなアンケートを取りました。 

・共済がどういうものなのか(仕組みなど)知っていましたか？

→圧倒的に知っている人の数が少数でした。しかし、名前だけでも知っている人が多いため、共済の中身の部

分(特徴やよさ等)を伝えていくことが鍵になるのかなと思います。 

・現在の学生総合共済が、2019年 4月から改定されることを知っていますか？

→以前他企画で新共済のことを伝えましたが、あまり知られていないことがわかりました。

・(共済加入確認をした方へ)ご自身が共済に加入しているかどうか知っていましたか？

知っていた

28%

名前なら

52%

知らなかった20%

共済がどういうものなのか

知っていたか？

加入していること

も保障内容も自覚

していた 17%

加入していることだ

けは知っていた54%

確認して初め

て自覚した

29%

共済に加入していることを自覚していたか

はい

8%

いいえ

76%

今回の企画で

知った 16%

学生総合共済が改定される

ことを知っているか
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報告事項１
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高報告事項１
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報告事項１
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報告事項3 事業

●留萌振興局とのコラボ企画︓るもいフェア開催（12/13・14）

●年末年始のオードブルのご紹介

●モコップの月次報告
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 ・北海道胆振東部地震募金は、終了しました。　P59 

  
  P60

全国総会アピールの採択︓　SDGsの推進について P61～63
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2018.12.17 

組合員の皆様

北 海 道 胆 振 東 部 地 震

緊 急 支 援 募 金 活 動 へ の

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た

９月６日に発生した北海道胆振東部地震の被災地支援につきまして、北大生

協として組合員の皆様に募金のご協力をお願いしてまいりました。

多くの方々からご支援・ご協力をいただき、心より感謝申しあげます。

１１月にご協力いただきました各店舗の募金額を集計し、下記の金額を送金

させていただきました。

募金送金額 ３４，０２６円 

送金先 日本生活協同組合連合会 

10 月から 11 月末までの募金総額 

１５５，２９３円 

（10 月募金総額 121267 円は送金完了いたしました） 

皆様からお預かりした募金は日本生活協同組合連合会を通じて（被災された

方へ直接配分）義援金および（民間団体が行う被災地の生活支援ボランティア

活動等の）支援金として活用させていただきます。 

被災された方々にお見舞い申しあげますとともに、被災地の一日も早い復旧

と復興を心よりお祈り申しあげます。

北海道大学生活協同組合 
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2019 年度第 1 回 北海道ブロック運営委員会報告 

【協議調整事項】 

協議調整事項１ 運営委員交代の件 

室工下村さん（学生）への交代を提案通り確認した。 

協議調整事項２ 常任運営委員交代の件 

小笠原学生委員長への交代を含め、以下 9 人を提案通り確認した。 

運営委員長 吉見 宏 （現：大学生協事業連合北海道地区運営委員長） 

副運営委員長 須田 正樹（現：大学生協事業連合北海道地区常務理事） 

教職員委員長 笠原 敏史（現：北大生協教職員委員長） 

学生委員長 小笠原明信（新：北大生協常務理事・連合会理事候補） 

共済委員長 伊藤 孝英（現：釧路公立大生協専務理事・共済連理事候補） 

常任運営委員 岸本 敬一（現：北大生協専務理事・連合会理事候補） 

常任運営委員 西野 裕司（現：北海学園生協専務理事） 

常任運営委員 鶴田祐己子（現：小樽商大生協専務理事） 

常任運営委員 萩原 英司（現：北海道ブロック事務局長） 

協議調整事項３ 全国組織委員推薦の件 

教職員委員（笠原敏史北大生協、田中邦明教育大函館･院生委員（谷遼太・中山拓登北大生協）各 2 名を

提案通り確認した。留学生委員は北大生協に人選を依頼し、推薦については常任運営委員へ一任した。 

協議調整事項 3 2019 年度北海道共済委員会委員長及び北海道共済推進委員会 正副委員

長決定の件 

北海道共済委員長に 伊藤孝英 釧公専務を 

北海道共済推進委員長に古屋 歩 北教大生協岩見沢支部長を 

副委員長に菅野瑞貴 学生事務局員、片木圭二 酪農専務を選出した。 

全国共済委員には、古屋 歩支部長と菅野瑞貴学生事務局員を推薦することとした 

協議調整事項 4 2019 年度共済業務検討委員推薦の件 

共済業務検討委員に三谷亜希子北大生協職員を推薦した。 

【報告事項】 

報告事項１ 2019 年度ブロック企画研修について 

北海道共済セミナーを（9/28､29）で確認した。総代会開催日を 5 月の会議日程も考慮して決めるよう確認した。 

報告事項２ 2019 年度共済推進委員募集について 

12 月初旬に募集要項を会員に発信し、2 月 10 日に新旧メンバーで開催できるよう選出を進めることとした。 
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2018 年 12 月 1 日 
会員生協 専務理事・組織委員長 各位

総会アピール 
私たちの取り組みを SDGs の視点で再評価し、 

持続可能な社会をいっそう目指しましょう！ 

全国大学生活協同組合連合会

現在、各ブロックを中心に「SDGs」に関する学習会や交流会を実施しております。 

来る 12 月の全国総会にて、持続可能な社会の形成のために大学生協がこれからどう「SDGs」

と関わるのか、を総会特別アピールとして確認します。そのアピール文（案：別紙）をみ

なさまにお送りします。ご一読いただき、ご意見等ございましたら、12 月 8 日（土）18 時

までにお寄せください。12 月の全国理事会で最終案を確認し、総会の閉会式の場でみなさ

まにご確認いただきます。

また、これまでブロックや地域での学習会等に参加された方は、その際の感想等があり

ましたら、下記メールアドレスまでお寄せいただけると幸いです。

取り組みに関する詳細な情報は、インフォメーションページをご覧ください。

以上

問い合わせ先：通常総会事務局

TEL. 03-5307-1125 FAX. 03-5307-1180 
E-mail. sokai.toi@fc.univcoop.or.jp
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大学生協連第 62 回・大学生協共済連第 9 回通常総会アピール(案) 

2018 年 12 月 16 日 

全国大学生活協同組合連合会

全国大学生協共済生活協同組合連合会

私たちの取り組みを SDGs の視点で再評価し、 
持続可能な社会をいっそう目指しましょう！

私たちは、2006 年の総会にて決定した「21 世紀を生きる大学生協の使命とビジョンとアクシ

ョンプラン」のもと、様々な取り組みを進めてきました。使命の４つ目を、「魅力ある事業とし

て組合員の参加を活発にし、人と地球にやさしい持続可能な社会を実現する」としています。

SDGs(持続可能な開発目標)は、2015 年 9 月の国連サミットにて全会一致で採択されました。

先進国を含む国際社会全体の目標として、2030 年を期限とする包括的な 17 の目標を設定し、「誰

一人取り残さない 1」社会の実現をめざし、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に、統合的に

取り組むこと、全ての関係者（先進国、途上国、民間企業、NPO、有識者等）の役割を重視す

ることをその内容としています。

SDGs のめざす「誰一人取り残さない」ことは、協同組合が価値として平等や民主主義を大切

にしていることと共通しており、私たちにとって共感できる目標です。まずは SDGs が何を目

指しているのか学ぶことから始めましょう。また、大学生協が取り組んでいることは、SDGs
と関連付けて捉えることで再評価することができます。「マッピング」という「自分たちが取り

組んでいることを出して SDGs の 17 個の目標(ターゲット、指標)との関連を考えるワーク」を

通して、大学生協の取り組みが社会にどう影響しているのか考えてみましょう。

持続可能な社会は、大学生協だけでは実現できません。SDGs をきっかけに、大学や地域、取

引先など大学生協に関わる人たちとともに取り組みましょう。広報物にロゴを入れたり、SDGs
に関して大学に報告したりするなど、SDGs を共通の言語として様々な人と関わりを持ち、持続

可能な社会に向けて一緒に取り組む方法を考えることが必要です。

以上より、大学生協として持続可能な社会を実現するために、

・協同組合と SDGs についての学習会を実施・参加し、学びながら取り組みを進めましょう。

・私たちがこれまで取り組んできたことを、SDGs を共通の言語として大学や地域とともに進

めましょう。

以上

1 SDGsでは「誰一人取り残さない」ために、「あらゆる形態及び側面において貧困と飢餓に終止符を打ち、

すべての人間が尊厳と平等の下に、そして健康な環境の下に、その持てる潜在能力を発揮することができ

ることを確保すること」を明記しています。
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【参考】SDGｓの17の目標について

17の目標 目標の内容 

目標1(貧困をなくそう) あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。 

目標2(飢餓をゼロに) 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を

促進する。 

目標3(保健) あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する。 

目標4(教育) すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する。 

目標5(ジェンダー) ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う。 

目標6(水・衛生) すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する。 

目標7(エネルギー) すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアク

セスを確保する。

目標8(経済成長と雇用)包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇

用と働きがいのある人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進する。 

目標9(インフラ、産業化、イノベーション) 強靱(レジリエント)なインフラ構築、包摂的かつ持

続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。 

目標10(不平等をなくそう) 各国内及び各国間の不平等を是正する。 

目標11(持続可能な都市) 包摂的で安全かつ強靱(レジリエント)で持続可能な都市及び人間居住

を実現する。 

目標12(つくる責任、つかう責任) 持続可能な生産消費形態を確保する。 

目標13(気候変動) 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。 

目標14(海洋資源) 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する。 

目標15(陸上資源) 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂

漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する。 

目標16(平和) 持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのア

クセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

目標17(実施手段) 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを

活性化する。 
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報告事項4
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報告書 

日付 2018 年 11 月 30 日 

所属部署 理事会室 

氏名 鏡 秀隆 

事案名 

『ミールカード』解約に際しての案内に対するクレームへの対応について 

経緯① 当日の様子 

2018 年 11 月 16 日、代理の留学生キン・コウ様からリ・シン様のミールカードの解約について、理事会室の窓口で

申請がありました。 

解約届は 11 月 16 日付、大学の休学許可書は 10 月 1 日からでした。管理システムのデータを調べると 9 月 4

日が最終利用日でした。 

理事会室スタッフが対応に当たり「解約月の翌月分から返金ができる」旨の対応をした。 

キン・コウ様は、リ・シン様の休学証明書を持参していて、10 月は未使用なので 10 月から返金されるべきではない

か、とおっしゃいました。スタッフからの案内に納得がされない様子でした。その後、鏡がフォローに入り、規則を見ながら

「申し出をうけて」という記述を基に「あくまで解約を申請された月」から起算して「翌月からの返金」という、これまで運

用していた考え方をお伝えました。 

しかし、納得されなかったので「所属の先生にもご相談されてはいかがでしょうか」と伝えました。 

また、委任状をお持ちでなかったので、当日の受付はできませんでしたので、再度のご来店をお願いしました。 

経緯② その後 

2018 年 11 月 29 日に、理学研究院の綿引准教授よりお電話を頂きて、リ・シン様の解約について問い合わせが

ありました。理事会室スタッフより同様の説明をしましたが、綿引准教授より「ミールカード最終利用の翌月分から返

金になるのではないか。少なくとも 10 月分から返金適用になるのではないか。もしそうでなければ大きな問題になりま

すね」とおっしゃっていたとのことでした。スタッフからは「上司から折り返しご返答します」と伝え電話を切ったとの報告を

受け、時間を置かずに、鏡が電話しましたが電話が通じませんでした。翌日 11：30 頃に再度の電話をしましたが、

お出にならなかったのでメールを送信しました。 

メールは、お詫びと返金をすること、再申請に理事会室までご足労を頂きたい旨の内容です。

すぐに、綿引准教授よりお電話を頂き、間違った案内について、今後どのように対応するのか指摘があったので、部内

で周知して再発防止に務める旨の返事をしましたが、それは内部の問題であり、この問題への対応はどうするのかと

言われるので、逆にどうすることがよいか教えていただきたいと伝えましたが、それは生協が考えることだとおっしゃりまし

た。また、理事会室まで来いというのは失礼ではないかとのことでしたので、こちらから出向きますとお伝えして、時間と

場所の指定を受けて電話を切りました。 

経緯③ 綿引准教授の研究室での対応について 
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代理のキン・コウ様から書類を受け取った後、綿引准教授のお部屋に伺い説明をさせて欲しいと申し出ました。 

綿引准教授の研究室にて、先生からキン・コウ様に事実関係の聞き取りをされメモに起こされました。 

その後、私と綿引准教授とやり取りをさせていただきました。 

 

綿引准教授の発言要旨 

①自分は学生・院生と生協を利用させてもらい現在に至っているが、大学の中に生協があって良かったと思っている。 

②ミールカードの利用規則は、学生・利用者側に立っていて非常に良い内容だと思っている。今回の事案から規則

を改悪することはあってはならない。 

③昨今はコンプライアンスが問題になっているのだから、ルールにそって判断をしていない、「だまして」いることになる。 

④民法の基準である 5 年（それも最低の基準ではあるが）、過去の解約をさかのぼって、書類だけの調査ではわか

らないと思うので、電話をかけたり面談をしたりしての聞き取り調査をして補償することが必要だと思う。 

⑤生協の職員が組合員の側に立たないで、利益だけを見て対応していることは問題だし、生協の根幹の問題なの

で、この対応を誤ると大問題になる。 

⑥今後の対応を、理事会で議決するなりしないと生協の姿勢が問われることになり、大学内に生協はいられなくなる

と思う。 

おおむね、以上のようなことを述べられていました。 

ミールカード規則について 

第６条 中途退学等の場合の返金 

１ ミールカード会員が、ミールカード利用期間中において、中途退学、休学、留学、傷病等による長期入院な

どの理由によって、１ヶ月を超える長期にわたり大学への通学ができなくなった場合、生協は、組合員からの

事前もしくは事後半年以内の生協所定の手続きによる申し出を受けて、ミールカード未使用期間に相当する

分について返金いたします。返金額は、月割りで算出することとし１ヶ月未満分は切り捨てとします。 

２ ミールカード会員が、ミールカード購入後６月末までにおいて解約を希望する場合は、生協が別途定める方

法により返金をすることとします。 

３ IC カード組合員は、前項２項以外の場合における解約については一切行わないことをあらかじめ承諾する

ものとします。 

 

過去、事後の申し出はなく、休学等される前に解約手続きが取られていました。今回が初のケースです。 

また、6 か月以内の解約についてはパンフレットにも具体的な計算方法などが掲載されているので、予断の入り込む

余地はないです。 

北海道内の大学生協は、北大生協の規則をモデルにして作られています。 

北大生協がモデルとした九州事業連合や中四国事業連合・東北事業連合では、既に仕組みや考え方が異なって

おり、「事後半年以内」という規則は見当たりません。 

「翌月から」という文言はありませんが、当月に 1 回でも使用していれば経過月数として減し、翌月から返金するとい

う運用をしてきました。 

今回は、「申請月」と「休学開始月」のどちらを選ぶかの判断を誤認した、という認識でいます。 

その判断が、組合員にできるだけ返金したくないという気持ちが優先し、組合員を「だました」ということにつながったの

ではないか、という指摘につながる原因になっています。 

今後の対応について 

下記にあるように、解約届や休学・退学許可書などの残っている書類を点検しました。 

過去 5 年間で、リ・シン様（最後の行）と同様に未使用月の翌月に事後申請している人はいませんでした。 

ただし申請月の 1 日付で休学許可書が発行されている方が３名います。しかし、申請日までにミールカードの利用
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が確認できたので申請月の翌月分から返金をしています。 

よって、不利益を受けた組合員の方はいらっしゃいませんので、電話等での聞き取りは不要と考えます。 

常務理事会（12/12）では、報告事項としつつも議論を行うことにしました。また、定例理事会での議論を踏ま

え、議事録と発言録に残すことで定例理事会としての反省を公にし、再発防止にあたることを確認することになりまし

た。 

 

 

●7月以降の解約者 

 解約日 入学年 コース  使用済み期間 返金額 

1 14/9/9 14 年 1,000 円  6 か月 95,000 円 

2 14/9/29 10 年 500 円  6 か月 52,500 円 

3 14/11/21 08 年 800 円 インターンシップのため 8 か月 56,000 円 

4 14/10/21 10 年 500 円 休学のため 4 か月（7 月加入） 50,000 円 

5 15/8/31 10 年 1,000 円 退学のため 5 か月 102,083 円 

6 15/9/10 09 年 500 円 指導教官の移動のため 6 か月 52,500 円 

7 15/9/28 14 年 500 円 休学のため 6 か月 52,500 円 

8 15/9/30 11 年 500 円 留学のため 6 か月 52,500 円 

9 15/11/1 13 年 1,000 円 留学のため 5 か月 72,917 円 

10 16/9/20 13 年 500 円  5 か月（5 月加入） 54,550 円 

11 16/9/27 14 年 1,000 円 留学のため 6 か月 87,500 円 

12 17/2/9 16 年 1,000 円  11 か月 14,587 円 

13 17/10/31 16 年 900 円 休学のため 7 か月 68,750 円 

14 17/10/27 10 年 500 円  7 か月 41,250 円 

15 17/10/31 16 年 900 円 休学のため 7 か月 68,750 円 

16 17/12/16 17 年 500 円 休学のため 8 か月 33,000 円 

17 18/7/26 15 年 900 円  4 か月 105,336 円 

18 18/7/30 18 年 900 円 インターンシップのため 4 か月 105,336 円 

19 18/11/16 17 年 500 円 休学のため 6 か月 49,500 円 

 

理事会規則 

（議決事項） 

第 17 条 理事会の議決を経なければならない事項については、意思決定基準で定める。今後、この他に意思決定基準に係る別の定め

が発覚した場合は、この基準を優先する。 

（報告） 

第 18 条 代表理事は、理事会において次の事項を報告しなければならない。 

（１）事業の執行状況に関する事項 

（２）理事会において決定した案件の執行状況に関する事項 

（３）理事会が特に報告を求めた事項 

（４）その他特に必要と認めた事項 

２ 前項の報告を行なうにあたり、代表理事は他の理事または他の者にこれを行なわせることができる。 

３ 理事及び監事は、自らが必要と考える事項を理事会に報告することができる。 

４ 前項の報告を行う場合は、第 10 条第１項の規定を準用する。 

 

意思決定基準 

役員・組織委員の人事、組織・広報宣伝・組合員活動関連事項  起案者 協議者  承認機関  報告先  

36  組合員の声処理方法の起案と実施 専務補佐 常務理事会 専務理事 理事会 
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12月29日（木）～1月3日（木）は全店閉店となります。
●12月22日（土）まで全店通常営業です。
●12月23日(祝)は中央食堂1Ｆと中央購買は通常通りの日祝営業時間となります。

購買 9:00 － 18:00 9:00 － 18:00 10:00 － 18:00 10:00 － 14:00 10:00 － 14:00

書籍・キャリアサポート 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 － 14:00 10:00 - 14:00

購買外売 9:30 - 17:30 9:30 - 17:30 9:30 - 17:30 9:30 － 14:00 9:30 - 17:30

書籍外売 9:30 - 17:30 9:30 - 17:30 9:30 - 17:30 9:30 － 14:00 9:30 - 17:30

理事会室 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 － 14:00 10:00 - 14:00

北海道協同保険サービス 10:00 18:00 10:00 18:00 10:00 18:00 10:00 － 14:00 10:00 14:00

㈱エルムプロジェクト 10:00 - 17:00 10:00 - 17:00 10:00 - 17:00

購買 8:15 - 20:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 14:00 10:00 - 14:00

書籍 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 14:00 10:00 - 14:00

トラベルセンター 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 14:00 10:00 - 14:00

食堂 8:00 - 20:00 10:00 - 18:30 10:00 - 18:30 10:00 - 14:00 10:00 - 14:00

ケータリング 11:00 - 17:00 11:00 - 17:00 11:00 - 17:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00

印刷情報サービス 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 14:00 10:00 - 18:00

ルームガイド
マンション管理

10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 14:00 10:00 - 18:00

共済 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 14:00 10:00 - 18:00

食堂 11:00 - 19:00 11:00 - 19:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00

購買 10:00 - 16:00 10:00 - 16:00 9:00 - 19:00 9:00 - 19:00 9:00 - 19:00 9:00 - 14:00 9:00 - 14:00

食堂１F 11:00 - 15:00 11:00 - 15:00 10:00 - 19:00 10:00 - 19:00 10:00 - 19:00 10:00 - 14:00 10:00 - 14:00

食堂2F 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00

コップパン 10:00 - 18:00 10:00 - 15:00 10:00 - 15:00 11:30 - 14:00

工学部購買 9:30 - 20:30 9:30 - 20:30 9:30 - 19:30 9:30 - 15:00 9:30 - 19:30

工学部食堂 11:00 - 20:00 11:00 - 20:00 11:00 - 19:00 11:00 - 14:00 11:00 - 19:00

工学部食堂ラウンジ

理学部スモールショップ 10:00 13:00 10:00 13:00 10:00 － 13:00

文系棟スモールショップ 10:00 － 13:00 10:00 － 13:00 10:00 － 13:00

農学部食堂 11:00 - 15:00 11:00 - 15:00 11:00 - 15:00 11:00 - 13:00

農学部購買 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 17:00 10:00 - 13:00

医学部食堂 11:00 - 15:00 11:00 - 15:00 11:00 - 15:00 11:00 - 13:00 11:00 - 15:00

医学部購買 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 13:00 10:00 - 15:00

医学部保健学科購買 10:00 - 18:30 10:00 - 15:00 10:00 - 15:00

薬学部購買 10:00 - 19:00 10:00 - 15:00 10:00 - 14:00

獣医学部購買 10:00 - 17:00 10:00 - 17:00 10:00 - 14:00

学生寮購買　(1部） 10:00 - 13:30 10:00 - 14:00 10:00 - 14:00

学生寮購買　(2部） 14:00 - 15:00 14:00 - 15:00

学生寮購買　(3部） 18:00 - 21:00 18:00 - 21:00

歯学部購買 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 15:00 10:00 - 16:00

ポプラ食堂 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00

ポプラ購買 10:00 - 19:00 10:00 - 19:00 10:00 - 19:00 10:00 - 14:00 10:00 - 14:00

水産購買・書籍 10:00 - 18:00 10:00 - 18:00 10:00 - 14:00

水産食堂　(昼営業） 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00 11:00 - 14:00

水産食堂　(夜営業） 17:30 - 19:00 17:30 - 19:00

大学直営
SHOP

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ　エルムの
森ショップ＆カフェ 8:30 - 17:00 8:30 - 17:00 8:30 - 17:00 8:30 - 17:00 8:30 - 17:00 8:30 - 17:00 8:30 - 17:00

北海道大学生活協同組合

※エルムの森ショップは大学直営ですが生協が運営を委託されています。

学　部　店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店閉店 閉店

閉店

※イートインコーナー(薬学部店・獣医学部店)は12月27日(木)～1月6日(日)まで閉店となります。

閉店

閉店

閉店

中央店

閉店 閉店

生協会館店

閉店 閉店

北部店

クラーク会
館

2018年～2019年　年末年始営業時間のご案内

　店　　舗　　名 12月23日（祝） 12月24日（祝) 12月25日（火) 12月26日（水) 12月27日（木) 12月28日（金)

12月29日（土) 年　　始
～

１月3日（木） １月4日（金）

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店

閉店閉店

閉店
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